
社会福祉法人　群馬県社会福祉協議会

NO.242
2012 秋号

「福祉ぐんま」の作成経費として共同募金配分金を使用しています。

■主な内容
＊第49回関東ブロック郡市区町村社協職員合同研究協議会･･･2
＊ソウェルクラブ新規会員募集中･･･3
＊平成24年度群馬県社会福祉大会･･･4
＊共同募金運動スタート!･･･5
＊ボランティア情報･･･6〜7
＊素敵な笑顔･･･8
＊「福祉のお仕事相談コーナー」をご利用ください･･･8
＊福祉まめ知識･･･8

障害者支援施設　桂荘
下山　里佳さん

（関連記事は８ページに掲載）
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●
研
究
協
議
会
の
概
要

　

関
東
甲
信
越
静
の
各
県
か
ら
約

三
百
人
の
社
協
職
員
が
集
い
、
基
調

説
明
、
分
科
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

記
念
講
演
の
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
と

づ
き
研
究
協
議
が
進
め
ら
れ
た
。

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、「
そ
の
時
、
社

協
は
ど
う
す
る
！
？
」
で
あ
り
、
支

援
を
受
け
る
社
協
、
支
援
す
る
社
協

の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
、
他
機
関
と

の
連
携
、
平
時
の
活
動
の
大
切
さ
、

在
宅
福
祉
、
子
育
て
支
援
、
社
協
の

強
み
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。

●
分
科
会
で
の
協
議

　

各
分
科
会
で
は
、
次
の
テ
ー
マ
で

協
議
が
進
め
ら
れ
た
。各
テ
ー
マ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
都
県
で
企
画
し
協
働
に

よ
り
進
め
ら
れ
た
。

　

第
一
分
科
会
「
お
互
い
様
の
地
域

づ
く
り
」
︱
「
ず
っ
と
こ
こ
で
暮
ら

し
た
い
」
を
応
援
す
る
社
協
活
動
と

は
︱
。
第
二
分
科
会
「
持
ち
寄
り
！

検
討
！
持
ち
帰
り
！
地
域
が
担
う
在

宅
福
祉
の
推
進
！
」「
そ
の
人
ら
し

い
生
き
方
・
生
活
を
支
え
る
」
を
考

え
る
。
第
三
分
科
会
「
小
規
模
社
協

に
お
け
る
事
業
展
開
」
～
小
さ
な
ま

ち
の
強
み
を
活
か
す
～
。
第
四
分
科

会
﹃
災
害
時
、
社
協
の
役
割
を
発
揮

す
る
た
め
に
⋮
⋮
﹄
︱
「
災
害
支
援

体
制
づ
く
り
の
「
要
（
か
な
め
）」

を
見
出
す
︱
。
第
五
分
科
会
「
子
育

て
と
地
域
の
絆
」
︱
子
育
て
と
地
域

の
力
～
子
育
て
家
庭
を
支
え
る
地
域

の
力
～
︱
。
第
六
分
科
会｢

い
っ

し
ょ
に
や
ろ
う
。
参
加
・
協
働
で
進

め
る
地
域
福
祉｣

～
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
「
言
い
だ
し
っ
ぺ
」
に

な
れ
る
社
協
を
目
指
し
て
～
。
で
あ

る
。●

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

３
・
１
１
の
東
日
本
大
震
災
の
経

験
を
も
と
に
、
社
協
の
も
つ
繋
が
り

に
つ
い
て
再
認
識
し
、
人
と
人
を
ど

の
よ
う
に
繋
げ
て
い
く
か
、
ま
た
、

何
が
で
き
る
か
を
具
体
的
に
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。

●
記
念
講
演

　

記
念
講
演
は
、
一
般
社
団
法
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
４
・
チ
ル
ド
レ
ン
代

表
理
事
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
ｏ
ｍ
代
表
、
支
援

者
の
た
め
の
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｍ

Ｏ
Ｎ
Ｙ
共
同
代
表
で
あ
る
、
桑
原
英

文
氏
に
よ
る
「
災
害
に
も
強
い
地
域

を
目
指
し
て
」
～
災
害
発
生
か
ら
復

興
支
援
そ
し
て
平
時
を
問
い
直
す
～

を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

講
師
の
桑
原
氏
は
、
当
日
ま
で
九

州
北
部
豪
雨
に
よ
る
災
害
支
援
を
行

い
群
馬
県
入
り
し
、
災
害
支
援
と
は

何
か
を
問
い
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
。

●
平
時
の
活
動
の
大
切
さ

　

東
日
本
大
震
災
が
、
私
た
ち
や
地

域
社
会
に
投
げ
か
け
た
こ
と
は
、
災

害
時
の
社
協
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
機
能
、被
災
地
、

被
災
者
に
寄
り
添
う
支
援
な
ど
改
め

て
見
つ
め
直
す
こ
と
と
、
平
時
に
取

り
組
む
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
、
オ
フ
ェ
ン

ス
の
大
切
さ
で
あ
る
。

平成24年７月19日（木）・20日（金）の
両日、水上温泉を会場に第49回関東ブ
ロック郡市区町村社協職員合同研究協議
会が開催された。東日本大震災から１年
４カ月が経過し、復興に向け社協は何が
できるのか、人と人との繋がりや支え合
いを進める社協の真価が改めて問われて
いる中での研究協議会の開催である。

分科会の様子

参加者を出迎える館林市社協のマスコット「たーてん（右）」と群馬県のマスコット「ぐんまちゃん（左）」

講師の桑原英文さん

第49回関東ブロック
郡市区町村社協職員合同研究協議会
「その時、社協はどうする!?」～社協の真価を問う～
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ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
活
用
術

　

ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
に
寄
せ
ら
れ
る

声
で
最
も
多
い
ご
意
見
は
、
職
員
一

人
あ
た
り
毎
年
一
万
円
の
掛
金
が
高

い
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。
今
回
は
、

先
日
、
福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
で
発
行

さ
れ
た
「
わ
が
法
人
の
ソ
ウ
ェ
ル
ク

ラ
ブ
活
用
術
」
を
も
と
に
福
利
厚
生

事
業
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
で
最
も
活
用
さ

れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
三
十
歳
以

上
の
会
員
の
生
活
習
慣
病
予
防
検
診

費
用
助
成
（
四
千
百
二
十
円
、
女
性

は
乳
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
を

受
診
さ
れ
た
場
合
は
更
に
八
百
二
十

円
が
助
成
）
で
、
法
人
の
負
担
割
合

が
軽
減
さ
れ
る
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
た
割
安
な
住
宅
等
の
ロ
ー
ン
、
団

体
保
険
は
、
従
業
員
数
人
～
数
十
人

と
い
っ
た
小
規
模
の
事
業
者
が
多
い

福
祉
職
場
に
は
助
か
る
と
言
っ
た
声

も
あ
り
ま
す
。
更
に
は
、
各
種
の
慶

弔
見
舞
金
や
ク
ラ
ブ･

サ
ー
ク
ル
活

動
助
成
を
職
場
内
の
交
流
や
職
員
の

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
る
と

い
っ
た
事
業
所
も
見
ら
れ
ま
す
。
事

業
所
と
し
て
も
ウ
ィ
ズ
カ
ウ
ネ
ッ
ト

を
利
用
す
る
こ
と
で
経
費
削
減
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
言
っ
た
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
何
と
言
っ
て
も
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
観
劇
・
野
球
観
戦
等
を
割

安
な
価
格
で
ご
案
内
し
て
い
る
会
員

交
流
事
業
は
、
人
気
を
博
し
て
い
ま

す
。
職
員
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
た
め
、
中
に
は
掛
金
を
職
員

と
事
業
所
で
折
半
を
し
て
ソ
ウ
ェ
ル

ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
る
事
業
所
も

あ
り
ま
す
。

各
種
手
続
き
も
簡
単

　

手
続
き
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
各
種
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

東
京
の
福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
へ
送
る

だ
け
。
会
員
交
流
事
業
の
内
容
や
地

域
開
発
メ
ニ
ュ
ー
（
各
地
域
限
定
の

割
引
制
度
）
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

確
認
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー

（
ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.so
w
el.o
r.jp
/

【
ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
っ
て
何
？
】

　

福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
（
通
称
「
ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
」）
は
、
社
会
福
祉
法
１
０
２
条
に
基
づ
き
、「
社
会
福
祉
事
業
従
事

者
の
福
利
厚
生
の
増
進
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
指
定
さ
れ
た
全
国
で
唯
一
の
法
人
で
す
。

【
福
利
厚
生
の
目
的
と
は
】

　

福
利
厚
生
に
は
、
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
た
法
定
福
利
（
社
会
保
険
料
の
事
業
主
負
担
な
ど
）
と
、
企
業
が
任
意

で
実
施
す
る
法
定
外
福
利
（
交
通
費
・
社
宅
・
健
康
診
断
・
育
児
支
援
・
保
養
施
設
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。

　

福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
う
ち
、
企
業
が
任
意
で
実
施
す
る
法
定
外
福
利
を
全
国
規
模
で
共
同
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
規
模
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
か
し
、
個
々
の
法
人
で
は
成
し
得
な
い
多
種
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

法
律
で
福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
を
規
定
す
る
目
的
は
、
福
利
厚
生
に
よ
っ
て
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
環
境
作
り
、
職

員
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
勤
労
意
欲
の
向
上
、
人
材
の
定
着
、
そ
し
て
最
終
的
に
は
よ
り
よ
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

職
員
の
定
着
と
よ
り
よ
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
新
規
会
員
募
集
中

わが法人のソウェルクラブ活用術
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高
齢
者
虐
待
、
児
童
虐
待
、
障

害
者
虐
待
の
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
や

課
題
に
つ
い
て
、
参
加
者
と
共
に

考
え
る
場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】

○
平
成
24
年
10
月
19
日
（
金
）

「
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
」

講
師　

日
本
女
子
大
学

　
　
　

人
間
社
会
学
部

教
授　

渡
部
律
子
氏

○
平
成
24
年
11
月
19
日
（
月
）

「
児
童
虐
待
に
つ
い
て
」

講
師　

子
ど
も
の
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー理

事
・
相
談
員　

広
岡
智
子
氏

○
平
成
24
年
11
月
27
日
（
火
）

「
障
害
者
虐
待
に
つ
い
て
」

講
師　

南
魚
沼
法
律
事
務
所

弁
護
士　

黒
岩
海
映
氏

【
会
場
】

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
８
階
ホ
ー
ル

（
前
橋
市
新
前
橋
町
13
│
12
）

【
連
絡
先
お
よ
び
申
込
先
】

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
課
ま
で

　

☎
０
２
７（
２
５
５
）６
２
２
６

　

�
０
２
７（
２
５
５
）６
１
７
３

虐待防止
セミナー
のお知らせ

　

永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
発
展

に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
し
、

感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
県

民
だ
れ
も
が
と
も
に
支
え
合
い
、
住

み
な
れ
た
地
域
で
、
そ
の
人
ら
し
く

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
開
催
し
ま
す
。

【
期　

日
】

　

平
成
24
年
11
月
21
日
㈬

【
会　

場
】

　

前
橋
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

【
内　

容
】

第
一
部　

記
念
講
演

　

午
前
10
時
30
分
～
12
時

演
題　
「
家
族
の
大
切
さ
」

　
　

講
師　

笹
野　

高
史
氏（
俳
優
）

第
二
部　

式
典

　

午
後
１
時
～
午
後
２
時
30
分

【
主　

催
】

　

�
群
馬
県
・
群
馬
県
教
育
委
員
会
・
群

馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
・
群
馬
県
共

同
募
金
会

【
連
絡
先
】

　

大
会　

事
務
局

　
（
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

☎
０
２
７（
２
５
５
）６
０
３
３

平
成
二
十
四
年
度
　
群
馬
県
社
会
福
祉
大
会

「
人
・
家
族
・
地
域
が
つ
な
が
り
、支
え
合
う
社
会
を
め
ざ
し
て
」

ハートtoハート第20回

日　　時	 平成24年10月30日㈫　13時～15時30分
会　　場	 前橋市総合福祉会館　多目的ホール（前橋市日吉町二丁目17─10）
主　　催� 群馬県社会福祉協議会　厚生事業部会
出 演 者	「ボサノバ・カサノバ」、「ストレイ☆ボーイズ」、「マジャシャン　若鳩」他
  （予定）	

入 場 料	 無料
参加申込	 事前に申込みが必要です。施設福祉課までご連絡ください。
問い合わせ	 施設福祉課　☎０２７（２５５）６０３４

　歌や音楽に国境はありません。歌はいつも私た

ちのそばにいて、共に悲しみ、慰め、怒り、喜び、

愛し、支え、励まし、勇気づけてくれます。今回

で節目の20回目。心に響く音楽を共に楽しみま

しょう。

ハートtoハート

　社会福祉法人の
会計が平成27年度
からは全ての法人
で新しい基準へ移
行するため、群馬
県社会福祉協議会
と群馬県社会福祉
施設経営者協議会
との共催で、研修会を実施しました。
　講師に永田会計事務所所長の永田智
彦氏を迎え、８月22日に障害者施設等、
23日に高齢者施設、30日に保育園を対
象に実施し、合計330名の参加があり
ました。
　現行基準からの変更点を財務諸表、
会計処理、会計手法など様々な点から
説明があり、参加者からは「新会計基
準の概要を理解できた」「移行期間や手
続きがわかった」など声が寄せられ、
充実した研修会となりました。

新会計基準の研修会

ミュージックフェスティバル

開催のお知らせ

マジャシャン　若鳩
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ワークショップありす（太田市）

利用者送迎用車輌購入
館林邑楽精神障害者家族会

たけのこ会（館林市）

講演会開催 Rainbows（高崎市）託児ボランティア、外国人家庭支援防災活動など

おもちゃの図書館あそびの広場（渋川市）療育活動ボランティア

みなかみ町老人クラブ連合会
月夜野支部（みなかみ町）
安全支援隊　ベスト購入

中之条町聴覚障害者福祉協会手話講習会などで使用するプロジェクター関連機器購入
TSUBASA　FC（前橋市）

知的障害児者サッカーチーム

イベント開催
東吾妻町社会福祉協議会

傾聴ボランティア養成講座開催

赤い羽根情報
http://www.akaihane-gunma.or.jp/

社会福祉法人群馬県共同募金会
前橋市新前橋町 13番地の 12

群馬県社会福祉総合センター４階

� 027-255-6596

� 027-255-6214

更に詳しい募金の使い途は「赤い羽根データベースはねっと」へ＞＞http://hanett.akaihane.or.jp/hanett/pub/home.do

あなたの募金は、
あなたの町へ。

今年の募金目標額

309,684,000円

（一般募金198,000,000円　歳末募金111,684,000円）

※共同募金は、必要とされる金額をその年の目標額とする「計画募金」です。
これは、寄付を公平に配分するための方法として、社会福祉法に定められています。

運動期間
10月1日〜
12月31日

共同募金運動スタート !
群馬県では65年目となる共同募金運動が、10月1日から始まります。
赤い羽根に協力してくださったみなさまのやさしさは、大きな力となっ
て、みなさまの町の福祉を応援してくれています。
今年もご理解・ご協力をお願いします。



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
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〜あなたにもできる“ふれあいボランティア”一緒に探しま
せんか？〜
　千代田町ボランティアセンターは、平成24年４月１日より
町社会福祉協議会が設置・運営し、町民から様々なボランティ
アに関する相談を受け、活動のコーディネートをしています。
　福祉教育では、町内の学校と連携して高齢者や妊婦疑似・
車イス・ブラインドウォークなど体験教室を中心に実施し、
講話を交え福祉について「総合的に学べる場」を心がけてい
ます。また、リサイクルを通じ環境保全や医療・教育支援、

地域福祉に役立てられる収集ボランティア活動を推進し、子ど
もからお年寄りまで多くのかたにご協力をいただいています。その他、東日本大震災復興支援の取
り組みとして、町民からボランティアを募り被災地へ災害支援ボランティアバスを２回運行しました。
一人暮らし高齢者を対象とした給食サービス事業では、町ボランティア連絡協議会のご協力のもと、
町商工会との協働により「地元の味」を提供することで多くのかたに喜んでいただいています。
　今後も、ボランティア活動をはじめる“きっかけ”となるような講座等を開催し、地域に溶け込み、
町民から親しまれるボランティアセンターを目指していきます。

千代田町ボランティアセンター

ボランティアセンターHel
lo!

　釜石市社会福祉協議会は、3.11発災後３日目から災

害支援ボランティアセンターを設置しました。被害程度

は甚大で、大地震によりひきおこされた津波により、多

くの尊い生命と貴重な財産を失ってしまいました。震災

の影響は浸水エリアのみならず市内全域にわたり、人々

の日常生活を奪ってしまいました。もともと超高齢社会

を迎えていた当地域は、今後大変苦しい復興への道のり

を歩まなければなりません。

　当協議会では、こうした諸課題に対応するため「釜石

市社協生活ご安心センター」を立ち上げ、支援活動を行っ

ております。生活支援相談員による生活課題の掘り起こ

し、ボランティアセンターによる隙間ニーズへの迅速な対応、支援ニーズに対応する新たな福祉サービスの企画・

開発機能を包括してすすめるセンター事業は、外部の支援ともしっかりとつながって、被災地を支えています。こ

うした私たちにとって希望の糧とは、日本全国からの救援・支援活動でした。どこかで私たちのために祈ってくれ

る人がいる、応援してくださる人がいる、こうした思いを受け止め、深い悲しみから目をそらさず、少しずつでは

ありますが前を向き始めることができていると思います。群馬の皆様にも本当にたくさんのご支援を頂戴しました。

こうした“つながり”を大切に、普通の暮らしを１日も早く取り戻したいと思っています。これからもご支援よろ

しくお願いします。

被災地は今…岩手県・釜石市より

千代田町ボランティアセンター
〒370-0503　邑楽郡千代田町大字赤岩2119-5（千代田町総合福祉センター内）
TEL0276-86-6181　FAX0276-86-5444

福祉体験教室の様子

新たなビーチづくりへ
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　平成18年に実施した「第15回全国ボランティアフェ

スティバルぐんま」の成果をより確実なものとし、県

下における地域ボランティア活動の一層の振興を図る

ため、ボランティア関係のメイン行事として県下、５

つの地域持ち回り開催により、群馬県独自のボランティ

アフェスティバルを開催し、県内のボランティア、

NPOなどの交流・研究の場を設け、新たなネットワー

クの構築・形成を行ってきましたが、今年度は東日本

大震災の支援活動をとおして生まれた新たな関係者と

のつながりを大切にしながら、改めてボランティア活

動の必要性や意義を見直し、本県におけるボランティ

ア活動の一層の振興につながる機会としていくための、

県民フォーラムを開催いたします。

＜開催内容及び会場＞

会場 前橋市総合福祉会館

11
月
24
日
㈯

■シンポジウム〈10：00～12：00〉
■分科会〈13：00～15：00〉
　災害支援を主テーマに「ボランティア・市民活動」、
「若者」「企業・団体」向けの４つの分科会を予定

■クロージングセッション〈15：20～16：30〉
■復興デパート及びパネル展示〈10：00～15：00〉
　東北３県の授産製品等の展示販売、県内ボランティ
ア・市民活動団体及び企業の社会貢献活動等のパネル
展示による紹介コーナーの設置

＜お問い合わせ先＞
　ぐんまボランティア・市民活動支援センター
　〒371-8525　群馬県前橋市新前橋町13-12

　　　　　　　　群馬県社会福祉協議会内
　　TEL:027-255-6111　　FAX:027-255-6444

社
会
福
祉
協
力
校

桐
生
市
立
桜
木
中
学
校

１
．
福
祉
教
育
の
目
標

　

本
校
は
、
伝
統
文
化
の
香
り
高
い
織
都
桐
生
市
の
西
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
近
く
に
は
春
に
爛
漫
と
花
を
咲
か
せ
る
桜
並
木
や
、
清
ら
か
な

水
の
流
れ
る
渡
良
瀬
川
が
あ
り
、
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
生
徒
は
勉
強

と
部
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
事
業
三
年
目
に
当
た
り
、
よ
り

一
層
福
祉
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

目
標
は
、「
心
豊
か
な
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
、
お
互
い
の
良
さ
や
違
い

を
認
め
合
い
、
思
い
や
り
の
心
を
育
む
」
こ
と
と
、「
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

活
動
を
通
し
、
郷
土
愛
（
ふ
る
さ
と
桐
生
を
好
き
に
な
る
子
ど
も
）
の

育
成
や
社
会
奉
仕
の
精
神
を
育
て
る
」
こ
と
で
す
。

２
．
取
り
組
み
内
容
の
紹
介

⑴
福
祉
体
験
講
座
の
実
施

○�

福
祉
・
生
き
方
講
演
会
の
実
施

（
昨
年
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

水
泳
競
技
金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
よ

る
講
演
会
「
夢
、
努
力
、
絶
対

に
あ
き
ら
め
な
い
」）

○�

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
実
施
（
認
知
症
の
症
状
、
予

防
、対
応
等
に
つ
い
て
の
講
話
）

⑵
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
実
施

○�

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
・
リ
サ
イ

ク
ル

○�

ア
ル
ミ
缶
・
プ
ル
ト
ッ
プ
回

収
・
リ
サ
イ
ク
ル

○�

書
き
損
じ
は
が
き
の
回
収

⑶
募
金
活
動
の
実
施

○�

友
情
の
絵
は
が
き
販
売

○�

赤
い
羽
根
募
金
、
東
日
本
大
震

災
義
援
金
の
募
金

⑷
家
庭
や
地
域
と
の
交
流

○�

学
校
行
事
（
校
内
弁
論
大
会
、

体
育
祭
、合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
）

に
家
族
や
地
域
の
方
を
招
待

○�

地
域
の
幼
稚
園
・
保
育
園
訪
問

○�

特
別
支
援
学
級
交
流
会
へ
の
参

加
○�

桐
生
市
立
特
別
支
援
学
校
と
の

交
流

○�

渡
良
瀬
川
清
掃
へ
の
参
加

　

ま
た
、
生
徒
会
に
よ
る
あ
い
さ

つ
運
動
（
毎
週
）、　

Ｊ
Ｒ
Ｃ
登
録

式
の
実
施
、人
権
集
中
学
習
、レ
ッ

ド
リ
ボ
ン
運
動
等
も
積
極
的
に
行

い
ま
し
た
。

３
．
３
ヵ
年
の
成
果
と
課
題

　

体
験
活
動
を
主
体
に
取
り
組
ん
だ
成
果

と
し
て
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

で
は
、
生
徒
は
実
感
を
伴
っ
て
認
知
症
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
の
福
祉
・
生
き
方
講
演
会
で
は
、
想
像

す
る
以
上
の
努
力
を
重
ね
て
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
こ
と
や
、
家
族
へ
の
深
い
感
謝

の
気
持
ち
を
知
り
、
今
ま
で
意
識
し
な

か
っ
た
方
々
の
気
持
ち
に
気
付
い
た
り
、

人
と
の
か
か
わ
り
方
や
生
き
方
を
深
く
考

え
て
い
ま
し
た
。
中
学
生
の
自
分
に
何
が

で
き
る
か
を
真
剣
に
考
え
る
好
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
生
徒
主
体
の
活
動
を
中
核
に
、

互
い
の
良
さ
や
違
い
を
認
め
合
え
る
心
豊

か
な
生
徒
、
周
り
の
人
の
こ
と
を
考
え
て

行
動
で
き
る
社
会
奉
仕
の
心
を
持
っ
た
生

徒
を
、育
成
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぐんまボランティアフォーラム2012
～つなげよう今、そして未来へ～

福祉体験教室
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障害者支援施設　桂荘　下山　里佳さん
　

下
山
里
佳
さ
ん
は
、
前
橋
市
に
あ

る
障
害
者
支
援
施
設
「
桂
荘
」
の
調

理
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
休

日
は
大
好
き
な
城
め
ぐ
り
や
読
書
な

ど
を
マ
イ
ペ
ー
ス
に
楽
し
ん
で
い
る

と
の
こ
と
。

こ
の
お
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か
け
は
？

　

高
校
卒
業
後
、
料
理
を
覚
え
た
い

と
思
っ
て
専
門
学
校
の
調
理
科
に
進

学
し
ま
し
た
。
当
初
は
あ
ま
り
就
職

に
つ
い
て
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
父
が
病
院
給
食
の
仕
事
を

し
て
い
た
の
で
自
然
と
影
響
を
受
け

た
の
で
し
ょ
う
ね
。

お
仕
事
の
内
容
は
？

　

桂
荘
に
は
入
所
の
方
と
通
所
の
方

が
い
て
、
朝
昼
晩
全
て
の
食
事
作
り

が
私
の
仕
事
で
す
。
献
立
に
基
づ
い

て
、
仕
込
み
か
ら
調
理
、
盛
り
つ
け
、

配
膳
ま
で
を
行
い
ま
す
。
多
い
と
き

は
一
度
に
50
人
分
を
作
る
の
で
体
力

勝
負
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

や
り
が
い
や
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
？

　

嬉
し
い
の
は
、
皆
さ
ん
が
食
べ
て

い
る
姿
を
見
る
こ
と
。
シ
ャ
イ
な
方

が
多
い
の
で
直
接
の
感
想
は
な
か
な

か
聞
け
な
い
で
す
が
、
食
べ
終
わ
っ

た
空
の
お
皿
が
置
い
て
あ
る
だ
け
で

嬉
し
く
な
り
ま
す
。
た
ま
に
「
お
い

し
か
っ
た
よ
」
と
か
「
明
日
も
楽
し
み

に
し
て
る
よ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る

　
一
番
好
き
な
歴
史
上
の
人
物
は
石
田
三
成
だ
と
い
う
下
山
さ
ん
。
撮
影
で
は
、
同
じ
豊

臣
西
軍
で
、
群
馬
に
も
ゆ
か
り
あ
る
真
田
軍
の
旗
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
明
る
い

笑
顔
が
と
て
も
素
敵
で
し
た
。

と
、さ
ら
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

�

趣
味
は
城
め
ぐ
り
と
聞
き
ま
し
た
が
？

　

歴
史
全
般
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

き
っ
か
け
は
戦
国
時
代
を
テ
ー
マ
に

し
た
ゲ
ー
ム
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ

こ
か
ら
大
河
ド
ラ
マ
を
見
た
り
、
歴

史
小
説
を
読
ん
だ
り
、
ど
ん
ど
ん
の

め
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

城
め
ぐ
り
は
、
日
本
百
名
城
を
中

心
に
、
関
東
近
郊
の
城
や
城
跡
に

行
っ
て
い
ま
す
。
群
馬
県
だ
と
沼
田

城
や
箕
輪
城
が
素
敵
で
す
ね
。
城
跡

に
行
っ
て
数
百
年
前
に
生
き
た
人
物

に
思
い
を
は
せ
る
の
が
好
き
で
す
。

�

こ
れ
か
ら
の
目
標
と
、
福
祉
職
を

目
指
す
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　

福
祉
施
設
で
の
調
理
に
は
噛
む
力

が
弱
い
方
へ
の
「
刻
み
食
」、
透
析
を

行
っ
て
い
る
方
へ
の
独
特
の
調
理
法

が
あ
り
ま
す
。ま
だ
ま
だ
新
人
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
料
理
の
腕
を

上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
福
祉

職
を
目
指
す
方
も
、
熱
意
が
あ
れ
ば

大
丈
夫
。
専
門
的
な
技
術
は
就
職
し

て
か
ら
身
に
つ
け
ら
れ
る
も
の
も
多

い
の
で
、
ま
ず
は
「
こ
の
仕
事
に
就

き
た
い
」
と
い
う
思
い
を
大
事
に
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

秋
号
表
紙素

敵
な
笑
顔

福
祉
ま
め
知
識

Ｑ　
「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」

の
概
要
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

Ａ　
「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」

は
平
成
24
年
10
月
1
日
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
者
へ
の
虐
待
を
発
見
し
た
人

に
自
治
体
へ
の
通
報
を
義
務
付
け
る

と
と
も
に
、
家
族
の
虐
待
、
福
祉
施

設
に
お
け
る
職
員
の
虐
待
、
職
場
に

お
け
る
事
業
主
等
の
虐
待
を
虐
待
と

定
義
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
報
に

よ
っ
て
解
雇
な
ど
不
利
益
を
受
け
な

い
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
対
応
の
窓
口
と
な
る
「
市
町

村
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
」
や

「
都
道
府
県
障
害
者
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

学
校
や
病
院
等
に
お
け
る
虐
待
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
防
止
等
の
た

め
の
措
置
を
学
校
長
、
管
理
者
等
に

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
虐
待
の

定
義
に
は
規
程
さ
れ
ず
、
３
年
後
の

法
の
見
直
し
の
際
の
検
討
課
題
と
し

て
附
則
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

編集／発行

社会福祉法人 群馬県社会福祉協議会

　〒371-8525（専用郵便番号）
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№241（2012夏号）の訂正
P2「県Ｘ線検診車」の紹介記事で「伊勢崎市保健福祉事務所が運行管理を行います。」とありましたが、正しくは「伊勢崎保健福祉事務所」です。お詫び申しあげます。

　群馬県福祉マンパワーセンターおよび高崎市・太田
市福祉人材バンクでは、県内ハローワークでの出張相
談を始めました。

●福祉の仕事や資格について知りたい
●求人情報を知りたい
●自分に合った就職先が知りたい

　　　　　　　など様々な相談に応じます。

　予約不要・秘密は厳守いたします。
　ぜひお気軽にご利用ください。

問い合わせ先
○県福祉マンパワーセンター
　〒371-8525　前橋市新前橋町 13-12（県社会福祉総合センター６階）
　☎ 027-255-6600　
○高崎市福祉人材バンク
　〒 370-0045　高崎市東町 80- １（高崎市労使会館１階）
　☎ 027-324-2761
○太田市福祉人材バンク
　〒 373-0853　太田市浜町２-７（太田市福祉会館１階）
　☎ 0276-48-9599

ハローワーク名 開設日時 問い合わせ先
ハローワーク渋川 毎月１回　日時はお問い合わせください 県福祉マンパワーセンター
ハローワーク中之条 毎月第２・第４月曜日　13時〜16時 県福祉マンパワーセンター
ハローワーク高崎 毎月第２・第４火曜日　13時〜16時 高崎市福祉人材バンク
ハローワーク安中 毎月第３火曜日　９時30分〜11時30分 高崎市福祉人材バンク
ハローワーク富岡 毎月１回　日時はお問い合わせください 高崎市福祉人材バンク
ハローワーク桐生 毎月１回　日時はお問い合わせください 太田市福祉人材バンク

「福祉のお仕事相談コーナー」をご利用ください

「福祉のお仕事
相談コーナー」
開設日


